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9。 19(土 )第 14回 通 常 総 会 に 会 員 が 結 集
岩渕会長理事「本日未明 “戦争法案"が参院で強行採決されました。しかしこれでもう
終わりだなどとがっかりすることはありません。かえってバネになったようなものです。

この悪法を廃上に追い込み、戦史館は『避戦』の活動を続けましょう。戦争には、勝者も

敗者もない。そこにあるのは被害者だけです。ビアクからはまだ 1万人が未帰還で、陸続

きの東部ニューギニアからの敗走ルートにあるプアイ村での収容もまだ続く中、ようやく

ジャイカ(独立行政法人国際協力機構)によるパプアヘの草の根支援の光が見えてきた今こそ !

今日がスター トです。」とあいさつし、活動の継続を呼びかけました。
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一遺骨帰還の活動…放置されたままの遺骸を発見し帰還に繋げる活動は、戦死者の人権を

護るために、若者が再び戦場に駆り出されない…送り出さないために、そして現地に残さ

れた危険物を撤去して二次被害を防ぐために、途中で投げ出すわけにはいきません。今年

の総会は、本当の意味での積極的平和を求める会員の気持ちが結集しました。

114通の委任状からも会員の F避戦』の思いが伝わってきます。「平成 8年、現地へ慰霊

の旅に参加させていただき、戦闘でなく飢餓やマラリアでの死者が圧倒的だったと知りま

した。遺骨が野ざらしになっている現実を見ました。」「最近は日本国内の戦争に関わる

状況で “生涯戦争"の 自分を生きなければならないのかと思っていましたが、まだ大丈夫
“生涯避戦"で生きようと思い直しました。」「先日のアンケート、返答はまだですが、
政治は ?老後は ?と悩みます。右への道だけは止めたいと国会行動に参加しました。」

「戦争法案、バカにつける薬はないとはこのことです。次の選挙では一票をおろそかに投

じてはなりませぬ。」「戦争の実相を次の世代にありのまま伝える活動は、ますます重要

になってきています。私も日韓遺族の架け橋となって奮闘しています。ともに頑張りまし

ょう。」「新たな “戦前" “戦中"が始まるかもしれない。新たな “戦没者の遺骨"が生
まれるのでしょうか ?許 しがたい逆コースです。戦後を終わらせてなりません。」他多数
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忘るまじ…語り継ごう次の世代へ…

特定非営利活動に係る事業会計収支報告書
2014年度特辞 憚簿施υしげ再翠襲史館 2014年 8月 1日から

"15年
7月 31日まで

15期収支予算 (硼舗)

540,000

66,000

0

2000,000

94000

要摘目科 金    額  G室位 :円)

1.`節割又入

正 会員[3000× 202]

会報会員 [1,200× 61]

奏題シ会長[[3Q000× 0]

2鋼
&靱   (無 搬欄・謝)

4長蒻従黎選豊から借M
当期収入合計

1.貢響業費

-餞
送料通信費

出聯

輪

中

瑚 雛

靡
2.簑

イ 当 礫 i・ 髪 籍 議 懇 罫

帥 料

鐵

績 (卿 )

3.借入金返済

当敷 喘

( )内は繭鮨庭赳騎)

(     221名)

(      65名)

(   0)
(1,872,565)

( 82,500)

( 9∞,0∞ )

(  181,862)

(  234,749)

( 150,180)

(   47,850)

(   57,784)

(   30,387)

(        0)

(  ■468)
( 6帆 000)
(  192550)

( a690)
( 300,000)

当呻

60傷 000

73,200

0

1,648,570

53,580

100,000

67)200

1,64&570

53,580

10Q000
2,481,350

250■ 858

A2Q508
74317
4Z8119

9∞,000

130,890

26■ 889

153,252

6ユ 331

59,976

鉱 582

0

lQ 200

6∞,000

171,698

鯰 040

0

1,703,920

803,938

1,200,000

120,000

2∞,000

150,000

40,000

60,000

30,000

20,000

lQ 000

600,000

18Q000
20,000

1∞,000

搬 17,809

予 定 の 議 事 は 議 案 書 ど お り 承 認 さ れ ま し た O

前年度の主な活動は厚労省委託の未送還情報収集事業と、その結果となる政府派遣遺骨

帰還で、プアイ村から61柱の帰還が実現しました。一般会計は収支共に縮小し、支出合計

2,507,858円、収入は 2,381,350円 にとどまったため、専従役員から10万円借入れとなり

ました。特別会計のH26年度未送還情報収集事業は、委託事業収入(利齢む)が20,549:474円

消費税を含む支出合計20,791,320円 、 6月 19日に厚労省が最終清算を承認、 9月 15日 に消

費税 875,100円を納税しました。新年度 8月 から未送還第 2次 3次派遣が続いています。

各戦域別(戦史館はインドネシ効面)未送還情報収集事業は、来年 3月 で終了ですが「その後の遺骨

帰還はどうなるの ?」 という質問が寄せられています。超党派国会議員が成立を目指して

いる『戦没者遺骨収集推進法案』は、昨年の国会では小渕、松島、両自民党議員の問題で

国会が解散したため廃案になり、今国会では時間切れ、参院厚生労働委員会で継続審議と

なった模様です。この法案が、まるで新たな借金をしたくて昔の借金をあわてて返すかの

ように、次の戦争の準備をしたくて “遺骨収集で戦後を終わらせたい"などと考えている

人が、まさかいないであろうことを祈り、ずっと戦後であり続けたいと願い、 “避戦"の

活動を続けましょう。新たな遺骸の報告があるかぎり、遺骨帰還は止められません。

20嬌年 8月 1日～20154F7月 31日まで



平和を願うなら…避戦の行動を.プラスの国際交流を。
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